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略麿
1942 (昭和 1i)年2月 大阪府布施市(現在の東大阪市)に生まれる。
1965 (昭和 40)年 3丹 大阪市立大学法学部法学科卒業(法学士)
目的(昭和 40)年 4丹 和歌山県庁事務吏員(1966年 3丹まで)
1968 (昭和 43)年 3月 上智大学文学部ラテン哲学科中退(依願)
1970 (昭和 45)年 3丹 大阪市立大学大学院法学研究科修士課程修了(法
学修士)
1970 (昭和 45)年 4月 和歌山信愛女子趨期大学専缶詰舗 (1975年 3月ま
で)
1975 (昭和 50)年 3月 大阪市立大学大学院法学研究科博士と諜程単位修得
瀧期退学
1975 (昭和 50)年 4丹 神戸学院大学法学部専任講部
1976 (昭和 51)年 4月 神戸学院大学法学部助教授
1983 (昭和 58)年 4丹 南山大学法学部助教授
1985 (昭和 60)年 4丹 南山大学法学部教授
1987 (昭和 62)年 3月 法学博会(大阪市立大学)
1989 (昭和 64)年 4月 試毅運営委員会副委員長 (1ヲ90年 3月まで)
1990 (平成 2)年 4丹 試，験運営委員会委員長(1991年 3月まで)
1992 (平成 4)年 4月 ;就職委員会副委員長(19ヲ3年 3月まで)
1993 (平成 5)年4月 就職委員会委員長(1994年 3月まで)
1993 (平成 5)年4月 法学部法律学科長，法学研究科法律学専攻(修士
課製)主任併任 (1994年 3月まで)
1994 (平成 6)年4月 法学部長，法学研究科長許任仕切8年 3月まで)
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1995 (平成 n年 4月 日本イギリス哲学会理事(1997年 3月まで)
1998 (王子成 10)年 4月 法学部選出評議員(1999年 3月まで)
2000 (平成 12)年 4丹 法学部選出評議員 (2002年 3丹まで)
2000 (王子成 12)年 4月 ヨーロッパ研究センター長 (2004年 3月まで)
2001 (王子成 13)年 4月 地域研究センター委員会委員長およびオーストラ
リア地域研究センター長併任 (2004年 3月まで)
2002 (平成 14)年4月 研究室委員会委員長 (2003年 3月まで)
2004 (平成 16)年 4丹 研究室委員会委員長 (2006年 3月まで)
2010 (平成 22)年 3月 南山大学退職(任期満了)
主要著作巨録
著書
『政治学概説~ (共著)岩本裕二郎ほか(晃陽書房) 1978年
『ロック・市民政府論入門~ (共著)友関敏明・仁村1正謝・丸山敬一(有斐閣)
1978年
『ジョン・ロック研究~ (共著)大薮春彦ほか(部茶の水書房) 1980年
付先子?と滋抗の政治学~ (共著)小笠原弘毅ほか(有斐閣) 1985年
Fジ、ョン・ロックの政治思想、 ミ伝統、とミ Jfi新、のー断百ïî-~ .n (名古屋大
学1版会) 1986 
『現代世界とj諸民国家の将来j(共著)磯部 l盗ほか(御茶の水書房) 19ヲO年
WfJff説・践洋政治思想史~ (共著)足立幸男ほか(ミネルヴ、ァ書麗) 1994年
学術論文
「聖トマス・アクイナスの政治・社会思想、の特質に関する一考察」
『法学雑誌J第 17巻第4号 1971年
「初期ロックにおける政治思想一一世俗化の問題をめぐって一一」
『法学雑誌』第四巻第 3・4号 1973年
「ロック政治思想、の再検討J(1) (2完)
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:tzr潟敏籾教授話各!変・著作目録
5神戸学院法学』第 7巻第 1号，第 10巻第 2号 1976年， 1979年
fロック“自然状態"観念の形成Jr神戸学院法学』第 12巻第4号 1982年
「ジョン・ロック研究一一1970年以降の政治論を中心に(研究展望)一…」
η士会思想史研究j第6号 1ヲ82年
「ジョン・ロックにおける“同意"論の意味j
『イギリス哲学研究』第6 1983年
fジョン・ロック“時意"論の歴史的位i霞(1)一一ロックとアウグスティヌ
スー-J W南山法学3第7巻第 2号 1983年
fジョン・ロック“時意"論の歴史的位置 (2)一一ロックとアリストテレス
(1)一一J r南山法学3第 7巻第3・4号 1984 
fジョン・ロック“向意"論の歴史的位霞(3) ロックとアリストテレス
(臼2)…一J n南苓山;法去学』 第8巻第 l号 1臼98斜4年
「ジヨン.ロツク
(臼3完)-J r南i以幻!法学i第8巻第 2号 1984主年手
「ジヨン.ロツク
『南山i法去学j第8巻第4号 1985年
fジヨン.ロツク“向意"論の歴史的f栓立霞 (σ5)一一ロツクとトマス.アクイナ
ス (1)-J r南山法学i第ヲ巻第 I号 1985年
fジョン・ロック“間意"論の歴史的位置 (6完)…ーロックとトマス・アクィ
ナス (2完)-J n富山法学J第9巻第 2号 1985年
rw統治論iの思想、性の“核" ジョン・ロック研究の一つの視角 j 
『南11法学3第 10巻第4号 1987年
「イギリスにおける寛容史の一断面一一実体変化説の行方J(上)
;南山法学3第 13巻第2・3号 1989年
fジョン・ロック?統治論iの古典性 その啓蒙性と括続性 J 
5南山法学i第 14巻第 l号 1990年
「一八l:It紀英国における『カトリック解放』…一探知か使宜か，その政治過
(上) r南山法学i第 20巻第3・4号 1ヲ97年
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f“北アイノレランド問題"解決と近代国家像の変貌j
『南山大学・ヨーロツパ研究センタ一報J第 7号 2001年
fサッチャ と近代国家の変貌一一英国… EC関係を手がかりに一…J
『南山大学・ヨーロッパ研究センタ一報』第 8号 2002年
「英国保守党に落とすヨーロッパの影 近代的主機関家の変貌への苦悩
一一J W南山大学・ヨーロッパ研究センタ一報』第 9号 2003年
[アイノレランドにおけるリベラリズム受容の起承転結J
『南山法学i第 2i巻第4号 2004年
「一八世紀英留における?カトリック解放J一一原別か便宜か，その政治過
(中) W南山法学i第 29巻第4号 2006年
f一八世紀英国における『カトリック解放3 原則か{更宜か，その政治過
(下一1) W南山法学』第 31巻第十 2号 200i年
その他(紹介・審評・翻訳)
「最近のわが習におけるロック研究の成果 中村義知『近代政治理論の原
ジョン・ロック政治哲学の内在的分析 ~ -J (紹介)
第 21巻第 1号日i4年
iP・E.シグ、マント著『致治思想、における自然法jJ (書評)
『自然法の研究J第 7号 19i4年
「ロック研究の一つの系譜一・W・プjブ著・宮下輝雄訳『ジョン・ロック政治
哲学Jをめぐって J (紹介) W神戸学院法学j第9巻第 1号 19i8年
ジョン・ロック『世{谷権力ニ論~ (翻訳) (未来社) 19i9年
A ・ p ・夕、ントレーグ『政治思想、への中世の貢献~ (共訳)友関敏明・柴田平三
部(未来社) 19i9年
R・N.パーキ-wヨーロッパの政治的{云統J(翻訳) (晃洋書房) 1980年
伊藤宏之『重商主義の政治学一一ジョン・ロック研究 ~ (書評)
Wi菊山法学3第 15巻第 3・4号 1992年
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